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三岳小学校閉校式典、有終の美を飾る・・・・ 

 「三岳小学校閉校記念事業実行委員会 設立総会」（令

和３年 10 月１５日）から１年以上が過ぎ、やっと無事三

岳小学校の閉校式典を実施することができました。閉校実

行委員会の皆様のお力で、この式典が挙行できました。心

より感謝申し上げます。前日まで、お天気をどれほど心配

したことでしょう。当日は、閉校式典に関わる皆様の願い

が天に通じ、見事に晴れました。三岳小学校閉校式典の日

は、三岳小学校の最後を飾る素晴らしい１日となりました。 

 まず、記念碑除幕式です。森記念碑部会長様を中心に記念碑部会員の

皆様が、心を込めて準備されてきた三岳三山をモチーフとした立派な記

念碑が出来上がりました。「ゆるぎ岳、昇る朝日に・・・」と校歌にあ

るように、除幕式の時間に朝日がゆるぎ岳から登り、記念碑に後光が差

しているようでした。輝く記念碑を見ながら、その美しさに感動しま

した。（カメラマンの上野さんは、撮影にずいぶん苦慮されていまし

たが・・・すみません、ご苦労おかけしました。）。子どもたちも、

三岳小の名前の由来はよく知っていますので、これからもこの記念碑

を、愛着を持って眺め続けていくことでしょう。森部会長様の充実感

溢れるうれしそうなお顔がとても印象的でした。記念碑部会の皆様、

本当に素晴らしい除幕式を挙行していただきあり

がとうございました。 

 次は、三岳小学校閉校記念式典、第１部です。

多くのご来賓の皆様にご臨席いただき、山鹿市教

育委員会主催で執り行われました。校長挨拶もあ

りましたので、早くから作成に取りかかりました

が、何度書き直しても納得せず、書いてはおき、

また書いてはおきの毎日でした。何度書き直して

も、先達のご苦労に感謝

する挨拶文とは成らず、

結局、時間切れと成りま

した。出来上がって読む

練習をしましたが、これ

がまた、練習にならず、

多くの方々の三岳小学校への思いが私の胸に溢れてきて涙となり、声になりませんでした。当日は、地

域の皆様の思いを声に乗せてお伝えしようと、一生懸命心を込めて挨拶させていただきました。次に挨

拶した児童代表の野口裟羽さんの言葉は、子どもの言葉で心をこめて三岳への思いが綴られていまし

た。前日の準備中に練習をしたのですが、地域の皆様から拍手喝采を浴びていました。知らない大人の
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人ばかりの式典で、随分と緊張したことでしょうが、

堂々と挨拶をしてくれました。（将来大物になりま

すよ。）最後に校旗返納、運営委員会の 4 人が代表

で頑張ってくれました。何度も朝・昼休みと練習し

ました。初めのうちは、手袋に慣れず、校旗を外す

のも時間がかかっていましたが、当日の見せ場では、

間をとって掲げ、落ち着いて返納してくれました。

角田先生の校歌の伴奏で、より一層閉校への寂しい

思いが募りました。 

 そして、記念式典、第２部の幕開けです。上野さん作成の動画がと

ても素晴らしく、運動会のシーンでは、低学年の子どもたちから思わ

ず歓声が上がっていました。そして、かわいらしかったのは、最後の

シーン、ドローンが体育館後方入口から入ってくるシーンです。1 年

生の子どもたちが、何度も後ろの入口を振り返っていたのがかわいら

しくて、思わず笑ってしまいました。「え？ドローンが入ってくる

の？」と思ったのでしょう。その後、池部実行委員長様から開会の言

葉を頂きました。１００周年記念誌に残る卒業生のことも触れて頂き、多くの先輩方も喜ばれていたこ

とでしょう。そして、子どもたちの発表「タイムマシーンで三岳を振り返ろう」です。これが一番緊張

しました。子どもたちが緊張で声が出ないのでは・・・と思ったのですが、6 年がトップバッターで堂

々と劇をスタートさせてくれたので、他の学年も安心し

て、発表に臨めました。この１年、「自尊感情を高め、自

分に自信を持つ」という目標に向かって頑張ってきた取組

の大きな成果を感じました。子どもたちの成長がとてもう

れしく、これまた、涙、涙・・・。地域の皆様にも、三岳

の宝である子どもたちの輝く姿を最後にお見せできて本

当によかったと思いました。 

 いよいよ最後は、記念式典、第２部の第２ステージ「閉

校記念コンサート」です。素晴らしいプロピール紹介ビデ

オが流れ、一気に会場は盛り上がり、プロのビオラ奏者今

津文恵様による演奏が始まりました。三岳小の卒業生にプ

ロの演奏家の方がいらっしゃったことに驚き、その素晴ら

しい演奏に驚き、普段味わえない素晴らしい時間を過ごさ

せていただきました。そして、古江副実行委員長様のお言

葉で、式典が終了しました。大坪式典部会長様を中心に、

式典部会員の皆様には、スクリーンづくりを始め、多くの

準備に式の進行と、大変ありがとうございました。 

 閉校式典を無事終えることができ、今、本当にほっとしています。「地域の方が、本当に喜んで帰ら

れていましたよ。」「これで終わりではなく、これからに希望の持てる式典でしたよ」と言っていただ

きました。本日紹介した部会をはじめ、その他記念誌部会・予算会計部会・事務局部会の皆様等、閉校

式典に関わっていただいた多くの皆様に深く感謝申し上げます。本当にありがとうございました。三岳

小最後の日まで、精一杯頑張っていきます。 



 


